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循環システム工学科
http://www.js.yamanashi.ac.jp/
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システム制御と数理解析

 
山梨大学 工学部 循環システム工学科担当  

准教授 伊 藤 一 帆 電子メール： ikazuho@yamanashi.ac.jp  
ホームページ： http://sakura.js.yamanashi.ac.jp/  

 
数学とコンピュータシミュレーションを武器に、環境問題や制御問題などに取り組んでいます。

○バイオマスガス化燃焼ボイラーの燃焼解析。燃焼機構のモデル構築から出発し、数学的解析を通して、高性

能の秘密を探っています。

○小水力発電設備の最適配置。笛吹川灌漑用管水路など現実の設備に対し、農地への水供給条件を満たしつつ、

最大の発電量が得るためには、どのように発電機を配置したらい

いか、最適計算しています。

○環境逆問題。典型的には、環境中の汚染源の位置や規模を、限ら

れた観測データから推定する問題で、現在は、サロベツ湿原の地

下透水係数の推定 図は計算例 を対象にしています。

○公共交通機関の盛衰シミュレータの開発。ミクロ経済学をベー

スにした数学モデル型、および、エージェント学習系をベースに

した人工社会型の両方を模索しています。

○大変形弾性体の制御。自由変形ロボットアームの動作制御です。

○マルチエージェント学習系を用いたゴミ有料化政策の効果予測。

東京都多摩地域を対象に、実データを用いて、ゴミ捨て行動の実

体解明を目指しています。

統計的学習法の医学への応用に関する研究

 
山梨大学 工学部 循環システム工学科担当  

准教授  下川敏雄  電子メール：  shimokawa@yamanashi .ac. jp  
ホームページ：  ht tp: /  /www. js.yamanashi .ac. jp/~simokawa/  

 
医学・薬学分野では， 様々な治療法あるいは薬剤の研究のために統計学

およびそれを専門とする臨床統計家の参加が必須になってきています．本

研究室では，これらの医学研究への参加だけでなく，疾患の有無を適切に

識別する方法や， 最適な治療法を選択するための統計的な方法を開発して

います．

例えば， 下図および表は， 急性循環不全改善薬に対する最適治療法を

探索した結果を表しています．この解析では，樹木構造接近法 法 と

いう方法を用いて， 急性心不全患者のプロフィールと治療パターンのそれ

ぞれを分類しています 下表 ．そして，得られた患者プロフィールと治療

パターンのすべての組み合わせで治療効果を 非線形反復最小 乗

法 を用いて予測したのが左図のグラフです． このグラフを見ることによ

り，個々の患者に対する最適な治療パターンを提供できます．

統計的方法の開発だけでなく， このような解析を行うための環境作りが

本研究室の目標です．
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流域における生物多様性の維持機構

 
山梨大学 工学部 循環システム工学科担当  

准教授 岩 田 智 也 電子メール： tiwata@yamanashi.ac.jp  
ホームページ： http://www.js.yamanashi.ac.jp/~ iwata 

 
空から地上を見渡すと、森・川・畑・都市などがモザイク状に組み合わさった景観が視野に飛び込みます。山

地には森林が、平野部には農耕地や市街地が広がり、それらを貫くように川は景観を走り抜けて海に吸い込ま

れていきます。このように、川の流れによって様々な生態システムが結びついた陸上の空間ユニットを流域と

よびます。

流域内では、川は有機物や栄養塩の輸送経路の役割を果たしています。流域内に入射した光エネルギーは植

物の光合成によって有機物（化学エネルギー）へと変換され、その一部は川の流れによって海洋へ運ばれてい

きます。河川空間を流れるこのような物質は、生物による取り込みと排泄を繰り返しながら流下することで、

下流域の河川、湖沼、陸上、そして海洋の食物網を駆動する重要な栄養源となっています。このことから、川

は流域生態系の動脈ととらえることができます。

しかしながら、人間活動の増大は流域の動脈を大きく改変してきました。大規模な土地開発

や河川改修による流路の単調化、ダム・河川構造物の設置は、有機物や栄養塩類の輸送動態を

大きく変化させています。当研究室では、このような流域における人為環境改変が陸上 河川

海洋複合システムにおける生物多様性に及ぼす波及効果を、野外調査により明らかにすること

を目指しています。  

環境経済学へのいざない

 
山梨大学 工学部 循環システム工学科担当  

講師 喜多川 進 電子メール： kitagawa@yamanashi.ac.jp  
ホームページ： http://www.js.yamanashi.ac.jp/~kitagawa 

 
 
環境経済学は、環境問題の原因や解決策を経済学的に、あるいは政治経済学的に考察する学問です。私は、

廃棄物問題に強い関心を持っておりますが、それは、この問題が技術や経済だけではなく、私たちのライフス

タイルのあり方とも深く関っているため、人間の生き方を問い直す性格を持つからです。これまでは、ドイツ

の廃棄物政策についての研究を進めてきました。   
  

環境経済学の研究対象は、廃棄物だけではなく地球温暖化、有毒化学物質、大気、水質や生態系保護などと

多岐にわたります。さらに、今日、盛んに議論されているエネルギー政策も考察対象です。このように、幅広

い環境問題を扱うためために、文科系と理科系のセンスが必要とされます。また、誕生後まもない環境経済学

は、未開拓領域がたくさんあるだけに、やりがいのある学問です。環境問題への関心を持っているあなたが、

門をたたかれることを願っています。  
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数理モデルで都市を解析する

 
山梨大学 工学部 循環システム工学科担当

助教 宮 川 雅 至 電子メール：

ホームページ：

 
数理モデルを用いて都市・地域の現象を把握し，問題解決につなげるための研究を行っています．モデルとは，

現実の大切な部分だけを取り出して単純化したものです．モデルを用いることで，複雑な現象の裏にある隠れ

た構造・秩序を発見でき，勘や経験に頼らない，客観的な解決方法を導くことができます．

施設の場所はどこが便利？

図書館や公民館などの施設をどこに配置すれば，住民にとって便利にな

るでしょうか．便利さの尺度として，住民から施設までの移動距離に着目

します．最も近い施設までの距離だけでなく， 番目， 番目に近い施設ま

での距離も考慮して，最適な配置を探求しています．

都市に必要な道路の量は？

都市の道路網をどのように設計すれば，交通を円滑に流すことができる

でしょうか．道路には，自動車専用道路，幹線道路，区画道路など機能に

応じた階層構造があります．人々の移動時間をできるだけ短くするような，

望ましい階層構造を探求しています．  

人間と地球に優しい政治経済システムへと転換するためには？

 
山梨大学 工学部 循環システム工学科担当  

准教授 キム キソン 電子メール： kskim@yamanashi.ac.jp  
ホームページ： http://www.js.yamanashi.ac.jp/~kim 

 
私は政治学の観点から，人間と地球に優しい政治経済システムへの転換に影響を与える諸要因とそのメカニ

ズムを解明する研究を行っています。特に，環境に関する政策言説と政治過程の比較に力を入れています。

例えば，最近は欧州連合の気候変動政策に関する研究を進めてきました。欧州連合は温室効果ガス排出の総

量規制と経済的手法を組み合わせた政策パッケージを導入し，どこの国よりも最も積極的な温暖化対策を実施

しています。文献研究や現地調査の結果，欧州連合のこのような積極性の背景には，環境への投資は経済的に

も利益になるという考え方（エコロジー的近代化という政策言説）が存在することが分かりました。このよう

な考え方が定着していたので，欧州連合は積極的な気候変動政策を押し進めることが可能であったと言えます。

一方で，同じ気候変動政策と言っても，国ごとに対応の仕方や政策の強度が異なります。例えば，米国や日

本の場合は欧州連合ほど気候変動問題に積極的ではありません。私はこのような違いにこそ，人間と地球に優

しい政治経済システムへの転換を促す要因に関するヒントが隠されていると考えています。それを解明すべく，

私は前述したような政策言説の比較はもちろん，世論，市民参加，政党政治，利益政治，政府内の政策決定過

程など，広い意味での政治過程の特徴を比較する研究も進めています。

このような研究を積み重ねていけば，持続可能な社会への転換を促したり妨げたりしている諸要因を見つけ

ることができるのではないかと考えています。皆さんも挑戦してみてはいかがでしょうか？
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藻類って何？人間って何？？

 
山梨大学 工学部 循環システム工学科担当  

教授 御園生 拓 電子メール：mist@yamanashi.ac.jp  
ホームページ： http://www.js.yamanashi.ac.jp/~mist 

 
生き物とは何か，「生きている」とはどういうことなのか，というのは生物学の根源的な

問いです．環境との相互作用によって生きている生き物をより深く理解することによって，

私たちはこの世界でよりよく生きることができるようになるのではないでしょうか．  
藻類はふだんあまり目にとまることはありませんが，生

物界の中ではたいへん重要な生物群です．緑の大地を産ん

だ陸上の植物も，約４億年前に藻類の中から現れました．

現在，藻類は地球上の多様な環境に適応して，それぞれの

生態系においてさまざまな役割を担っています．このよう

な藻類を相手に研究をおこなうことで，藻類自体について

の自然科学的な知識だけではなく，藻類を相手にしているわたし自身を通して，

生物としてのヒトや，さらにヒトが作る社会に対する進化的な視点への道が開

かれると考えています．われわれはどこから来たのか，われわれは何者か，わ

れわれはどこへ行くのか，という「人間の根源的な問」に生物学の言葉で答え

ることができるでしょうか．

キーワード：生命系と環境の生化学的相互作用，生命の分子的・進化的理解，ヒトおよびヒト社会の進化的理解，ヒトが

生物であることの意味，科学という行為 他  

 

 
褐藻ワカメ  

紅 藻 ス サ ビ ノ リ に 含 ま れ る
の紫外部吸収スペ

クトル  

科学・技術の歴史と環境問題

 
山梨大学 工学部 循環システム工学科担当  

教授 山 梨 太 郎 電子メール： taro@yamanashi.ac.jp  
ホームページ： http://www.js.yamanashi.ac.jp/~takahato 

 
現代の科学は、ＤＮＡを読み解き、脳の構造や機能を明らかにし、生命の謎を解明し

つつあります。他方で技術は、ナノつまり１億分の１という単位で、時間や空間をコン

トロールして、物質を操れるまでになっています。そんな科学と技術を手にした現代、

私たちはどんな社会を構築することができるのでしょうか。科学や技術を人類はどうコ

ントロールし、社会の中にどう位置づけるのでしょうか。

ルネサンスの巨人といわれるレオナルド・ダ・ヴィンチは、 年後に人類が手にする

ことになる機械を、スケッチという形で書き残しました。レオナルドは、戦乱に明け暮

れるパトロンたちに翻弄され、自らの夢や構想を実現できずにこの世を去りました。

ガリレオは、神が支配する閉ざされた世界から、市民が経験に学び、自ら成長できる

市民世界への移行を夢見て、望遠鏡を天空へと向け、近代科学の道を拓きました。

産業革命の時代、科学者ファラデーは、工場廃水や生活廃水で汚れたテムズ川を調査

し、汚染がコレラやチフスの流行の原因の一つであることを明らかにし、対策に乗り出しました。

日本への原爆投下を知ったアインシュタインは、原爆の使用禁止と廃絶を訴えたアピールを発表し、平和の

ためにこそ科学が役立つように、科学者の社会的責任を問い続けました。

環境問題の解決が求められる現代、どんな未来社会を構想し、社会の中で市民はどう行動するのか。歴史を

辿りながら考えてみませんか。
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バイオマスのエネルギー変換

 
山梨大学 工学部 循環システム工学科担当  

教授 小宮山 政晴 電子メール：masaharu@yamanashi.ac.jp  
助教 依田 英介 電子メール： eisuke@yamanashi.ac.jp  
ホームページ： http://www.js.yamanashi.ac.jp/~  komilab/  

 
バイオマスの中には、家畜排泄物、下水汚泥、食品廃棄物など、現在はあまり利用されていないものがまだ多

くある。これらのバイオマスは、熱分解してエネルギーを得ようと思うと、多量の水分を含んでいるので、水

分を蒸発させるのに大量のエネルギーを消費してしまう。しかし、バイオマスを高温高圧の水の中におくと、

バイオマスは分解して最終的には常温常圧では気体の水素やメタン、二酸化炭素などへ分解される。得られた

水素やメタンは、エネルギー源として利用することができる。ここでの高温高圧の水とは、 ℃以上、 気

圧以上のことで、この時、水は超臨界水という私たちが普段目にする水とは性質が異なる状態になっている。

超臨界水中でのバイオマスの分解は、廃棄物の処理とそれをエネルギーに変換するという一石二鳥の技術であ

る。この技術はまた、森林や藻類といった、世界中に大量に存在するバイオマスをエネルギーに変換する技術

としても期待されている。

バイオマス

二酸化炭素

水素
メタン

超臨界水中で
分解・ガス化

エネルギー利用

 

 
 

kobachu@yamanashi.ac.jp 
http: //ww w.js.yamanashi.ac.jp/~koba 

 

 
(

)   
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廃食用油からバイオディーゼル燃料 を作ろう

 
山梨大学 工学部 循環システム工学科担当  

教授 竹 内 智 電子メール： take@yamanashi.ac.jp  
ホームページ： http://www.js.yamanashi.ac.jp/~take  

 
地球の温暖化は、人為活動の大量生産・

消費・廃棄によって放出された温室効果ガ

スが原因であると考えられています。バイ

オマス（生物資源）は、その温暖化を防止

する役割があります。その理由は、再生可

能とカーボン・ニュートラル（大気中の二

酸化炭素を増減させない）という性質をバ

イオマスが持っているからです。

家庭や給食、食堂などで使用された廃食

用油をリサイクルすると軽油代替の

ができます。身近な環境問題と環境実践か

ら、自分の生き方を考えてみませんか。

地球の未来は、私の未来！
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水質を調べることから健全な水環境を考える

 
山梨大学 工学部 循環システム工学科担当  

教授 風間 ふたば 電子メール： kfutaba@yamanashi.ac.jp  
ホームページ： http://www.js.yamanashi.ac.jp/~kazama 

科学技術の進歩によって私たちの暮らしは便利になりました。しかし便利さの裏側

には思いもかけない落とし穴が潜んでいました。例えば、様々な化学物質が使われ

ていますが、そのなかに生き物によくない影響を持つものがあることがわかってき

ました。また、海外からたくさんの飼料や食料品が輸入されて私たちの食卓は豊か

になりましたが、一方で大量の廃棄物（ 食品残渣や家畜の排泄物）を生んでいます。

これは肥料などとして使われますが、すべてが効率よく植物に吸収されるとは限ら

ないため、じわじわと環境中に漏れ出し、川や湖の環境に変化を起こしています。

この他にも生活から出るたくさんのゴミや廃棄物はどうなるのでしょうか。これら

の中の成分が長い時間をかけて土を汚し、最終的に水に入り、私たちに影響を与え

ることはないのでしょうか。私たちは皆、安全で快適な暮らしを望んでいます。し

かし物質の循環経路は非常に複雑で、何がいつ、どのように私たちの暮しに跳ね返

ってくるか判りにくくなっています。

私の研究室では様々な水を調べていますが、結果は自然からのメッセージのように思われてなりません。その

メッセージにじっと耳を傾けることで、自然界での水の密やかな循環経路を見つけたり、水中に存在している

様々な物質の動き方を知ることが出来ます。それをもとに、よりエネルギー消費の少ない方法で持続的に安全

に水を使うためにはどうすればいいか、それを考えています。

  
 

秩序と無秩序の数理と応用情報学

 
山梨大学 工学部 循環システム工学科担当  

教授 豊 木 博 泰 電子メール： toyoki@yamanashi.ac.jp  
ホームページ： http://cosmos.js.yamanashi.ac.jp/toyoki_ lab/ 

 
水中にインクをたらすと、インクは容器全体に広がっていきますが、その逆の変化は起こ

りません。形あるものは、いずれ壊ればらばらになります。では、秩序ある構造が自然現象

として形成されるメカニズムとはどのようなものでしょうか。個々の物質や秩序のあり方に

よらない普遍的な法則はあるのでしょうか。

生命を頂点とする「もの」の秩序形成に共通

する性質を見出そうとする研究が非平衡統

計物理学と呼ばれる分野です。そうした分野

の一部として、液晶という棒状分子集団の秩

序形成について研究しています。左図はその

シミュレーション例です。最近は、交通渋滞

や侵食の構造、生物コロニーといった物理系

以外の数理モデルも扱っています。  
もう一つ、最近は、社会に役立つ Web ア

プリケーションの開発を行っています。本研

究室で開発したプログラムはやまなしバス

コンシェルジュ（右図）に活かされています。 
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都市・地域・エコ・景観研究

山梨大学 工学部 循環システム工学科担当

教授 北村 眞一 電子メール：

ホームページ：

（１）都市は技術と文明の象徴です（日畑康雄「都市計画の世界史」講談社現代新書）．近年では，人口減少や中心市街地の

衰退を憂え，まちづくり 法が制定され，コンパクトシティの提案もありますが，必ずしも有効な政策とはなっていません．

超長期的な都市像を探る必要があり，都市のデータから法則を見いだし，理念と現実と計画を考えています．

（２）地球環境問題を超えて，資源の循環利用やエネルギー開発，食品の自給率低下と海外輸入，生物多様性・生態系の保

全などが課題となっています．人々の幸福感と資源制約下での都市のあり方，合理的な土地利用と交通手段や野生生物との

共存などを研究しています（細田衛士「環境と経済の文明史」ＮＴＴ出版）．

（３）日本では，自然は美しいですが，電線類と電柱，広告看板，コンクリートなど人工物は問題です（田村明「まちづく

りと景観」岩波新書）．施設の景観をデザインする方法，地域の景観を管理する方法に加え，心理学，脳科学，生理学の視点

から人間が美や癒しを感じる要因の基礎的研究も進めています（坂井克之「心の脳科学」中公新書）．

甲州市市民協働， 甲府駅前景観， 田草川生物調査，太田川護岸設計， 沼津狩野川護岸，成都市濱江路，石和橋設計

財政学とは？

 
山梨大学 工学部 循環システム工学科担当  

准教授 門 野 圭 司 電子メール： kadono@yamanashi.ac.jp  
ホームページ： http://www.js.yamanashi.ac.jp/~kadono  

 
財政学とは：財政現象（≒税の使われ方と集められ方）を観察し，その背景要因を解明する作業を通じて，わ

れわれが生きる社会に対する理解を深めるとともに，税の使い方と集め方をより良いものに変え

ていくための方策を探究する（ことでより良い社会づくりに貢献する）．

（１）財政の観察・解明を通じて，われわれが生きる社会に対する理解を深める

①税を集めたり使ったりするためのしくみ（財政制度）を調べる

②現実の税の集められ方や使われ方に作用した政治的経済的社会的要因を探る

③財政現象の比較を通じてわれわれが住む国や地域の特徴を浮かび上がらせる

④①～③の歴史的な変遷過程を辿る

（２）財政のより良いあり方を探究し，改革方策を検討する

①より良い社会とはどういう社会なのか

②より良い社会づくりに財政がどのように貢献できるのか

③財政が社会のなかでどの程度の比重を占めるのが望ましいのか などなど

※（１）と（２）の両方を行ったり来たりしつつ，民主主義の質を高めていくことが財政学の使命  
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やまなし実現シナリオ

 
山梨大学 工学部 循環システム工学科担当  

教授  鈴木嘉彦  電子メール： syosihiko@yamanashi.ac. jp  
ホームページ： http://sakura.js.yamanashi.ac.jp/~yosihiko/  

地球は回りが真空で物が出入りせず、光エネ

ルギーが入り、熱エネルギーを捨てることがで

きる特殊な生命系です。山梨県の地理的な性質

は地球を小さくしたような特性です。その山梨

県で３０年後に化石資源に全く頼らない持続

可能な社会（ ）を実現するための具体

的なシナリオを作成しています。これに成功す

ることによって、世界の先進事例を山梨の地で

実現しようと考えています。
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